
序 文

熊本県阿蘇郡蘇陽町に所在する赤立遺跡は、 1987年に一度町教育委員

会により発掘調査がなされ、弥生時代後期の集落祉であることが知られ

ていた。 しかも1軒の大型住居を含む5軒で集落力輔成されていて、九

州脊梁地帯における弥生時代社会を典型的に表示する格好の遺跡である

と想定されていた。

この度蘇陽町史編纂委員会（会長有働町長）の御配慮により、今年度

の考古学研究室の実習調査地として、北平横穴の調査とともにこの赤立

遺跡に取り組むことができた。発掘調査の結果この遺跡は石器製作杜で

あり、 10軒前後の竪穴住居が環状に配置されていたことが判明したばか

りか、 4号住居祉ではほぞ穴をもつ建築材が発見されるなど大変有意義

なものであった。ただ惜しむらくは遺跡の素晴らしさに反して、指揮を

とるフィールド・ディレクターも各住居趾の調査を担当する学生も、発

掘経験の不足からくる段取りの悪さと層位や遺構把握の不慣れのために、

充分にその内実が消化できなかった。このために整理作業の段階になっ

ても、手違いが多く出て来て、徒労に終わる時間が確実に過ぎてゆき、

疲労困惣だけが積み重なって年の暮れを迎える有り様となった。一度発

掘した遺跡は永遠に元に戻らないのであり、破壊するからには考古学資

料の適確な客観化が必要なことは自明の理であるので、大学院生以下、

調査に参加した学生諸君は二度と同じ過ちを繰り返さぬように猛省を促

したい。

1994年12月20日
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○本書は熊本大学考古学研究室による熊本県阿蘇郡蘇陽町大字高畑所在の赤立遺跡の発掘調査

概要である。

○発掘調査は蘇陽町史編纂委員会（会長有勵町長）の委託により、研究室の実習調査として実

施された。調査期間中は蘇陽町史編纂委員会（原史章、春高一）および地元の皆様には全

面的な協力を得た。

○調査は1994年8月20日から9月3日までの合計15日間にわたって行われ、現場の指揮は岩谷

史記ｶ執った。

○石材の鑑定、遺跡周辺の地質に関しては松本幡郎前熊本大学教授の御教示をいただいた。

○本書の編集は111田康弘と岩谷史記が行ない、執筆者は各文末に明記した。

○本文中の遺物実測図は原則として、土器が実物の4分の1、石器は2分の1、石繊は等倍と

なるように統一してある。ただし、大型の石器や土器に関してはこの限りではなく、その都

度スケールを入れ縮尺を表示した。また炭化材の断面には年輪を入れ、不明な部分は臼ヌキ

にした。

○調査参加者は以下の通I)である。

1:11本嵐之（熊本大学文学部教授） 山田康弘（同助手）

川中聡一（大学院2年次生） 淵谷史記職富士寛（以上大学院1年次生）

飯田考俊東真一松里健一槙林啓介（以上学部4年次生）相川奈美内薗拓也

清出志野高松幸一田中大介古谷俊英本田浩二郎松浦一之介山口健剛若杉竜太

（以上学部3年次生）稲lfl和加岡部是央尾田彦川野博之高崎芳美花田誉宜

益永武史美浦雄二村山志穂山下直哉吉岡和哉若杉あずさ （以上2年次生）

○調査および整理については以下の方々に御協力、御指導いただいた。

島津義昭富田紘一稲本信子原田範昭矢野希久代川辺喜一大坪志子大塚宏之

本旺|舳子
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